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魯迅の素顔を識る入門書!!

魯迅は何故『阿Q正伝』、『狂人日記』を書いたのか!!

今、魯迅を読み返すことの意義!!
魯迅「藤野先生」から（竹内好訳1976年）─────────
「私の講義、ノートが取れますか？」とかれは訊ねた。「どうにか」　
「見せてごらん」私は筆記したノートをさし出した。かれは受け取って、
一両日して返してくれた。そして、今後は毎週持ってきて見せるように
と言った。持ち帰って開いてみて、私はびっくりした。同時にある種の
困惑と感激に襲われた。私のノートは、はじめから終りまで、全部朱筆
で添削してあり、たくさんの抜けたところを書き加えただけでなく、文
法の誤りまでことごとく訂正してあった。このことがかれの担任の骨
学、血管学、神経学の授業全部にわたってつづけられた。－中略－だが、
なぜか私は、今でもよくかれのことを思い出す。わが師と仰ぐ人のなか
で、かれはもっとも私を感激させ、もっとも私を励ましてくれたひとり
だ。私はよく考える。かれが私に熱烈な期待をかけ、辛抱づよく教えてく
れたこと、それは小さくいえば中国のためである。中国に新しい医学の
生れることを期待したのだ。大きくいえば学術のためである。新しい医
学が中国に伝わることを期待したのだ。私の眼から見て、また私の心に
おいて、かれは偉大な人格である。その姓名を知る人がよし少いにせよ。

『吶喊』（1923年）の「自序」──
あのことがあって以来、私は、医学
などは肝要でない、と考えるように
なった。愚弱な国民は、たとえ体格が
よく、どんなに頑強であっても、せい
ぜいくだらぬ見せしめの材料と、その
見物人となるだけだ。病気したり死ん
だりする人間がたとい多かろうと、そ
んなことは不幸とまではいえぬのだ。
むしろわれわれの最初に果たすべき
任務は、かれらの精神を改造すること
だ。そして、精神の改造に役立つもの
といえば、当時の私の考えでは、むろ
ん文芸が第一だった。そこで文芸運
動をおこす気になった。（竹内好訳『阿
Q正伝・狂人日記』（1955年）岩波文庫）
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